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令和３年度（2021年度）第１回越谷市総合教育会議 

 

                日  時 令和３年（2021年）１２月２１日(火) 

                     １３：３０～１５：００ 

                会  場 越谷市役所本庁舎４階 庁議室 
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２ 市長あいさつ 

 

３ 協議事項 

  （１）令和４年度教育行政における重点的な取組みについて 

 

４ 閉  会 

 

  出 席 者 

    市   長    福 田   晃 

    教 育 長    吉 田   茂 

    教育長職務代理者 野 口 久 男 

    委   員    堀 川 智 子 

    委   員    荒 木 明 子 

    委   員    渡 辺 律 子 

    委   員    山 口 文 平 

 

  欠 席 者      な し 
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   学務課長            青 木 元 秀 
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〇司会 それでは、定刻となりましたので、令和３年度第１回越谷市総合教育会議を始め

させていただきます。 

  私は、本日の進行を務めます総合政策部長の徳沢と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。 

  本日は、福田晃市長就任後初めての総合教育会議でございますので、会議に先立ちま

して、越谷市教育委員の皆様をご紹介させていただきます。 

  教育長職務代理者の野口久男委員でございます。 

〇野口委員 よろしくお願いします。 

〇司会 堀川智子委員でございます。 

〇堀川委員 よろしくお願いいたします。 

〇司会 荒木明子委員でございます。 

〇荒木委員 よろしくお願いいたします。 

〇司会 渡辺律子委員でございます。 

〇渡辺委員 よろしくお願いいたします。 

〇司会 山口文平委員でございます。 

〇山口委員 よろしくお願いします。 

〇司会 どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、本日の資料確認をさせていただきます。まず、次第、続きまして、総合教

育会議の名簿、資料１「令和４年度教育行政重点事業一覧表（予算要求段階）新規・拡

充事業抜粋版」、資料２「教育行政重点事業一覧表」でございます。 

  資料の不足等はございませんでしょうか。 

       〔「はい」と言う人あり〕 

〇司会 ありがとうございます。 

  それでは、開会に当たりまして、福田市長からご挨拶を申し上げます。 

〇福田市長 皆さん、こんにちは。本日は、大変お忙しい中、令和３年度第１回越谷市総

合教育会議にご出席を賜り、誠にありがとうございます。 

  私は、市長就任に当たり、所信表明において政策の３本柱の一つに子供が輝く社会の

実現を掲げておりますが、未来を担う子供たちが夢や希望を持ち、健やかで心豊かに成

長することは、社会にとってかけがえのないことであると考えております。 

  本日の会議では、令和４年度教育行政における重点的な取組についてご協議をいただ

きますが、子供が輝く社会の実現に向けて、これからも教育委員の皆様と連携を図りな

がら、多様な個性を持つ子供たちに寄り添い、それぞれの個性を伸ばすことができるよ
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う、教育行政の推進に努めてまいりたいと思っております。今後とも皆様の一層のご指

導、ご協力をお願い申し上げます。 

  本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇司会 続きまして、傍聴について確認をさせていただきます。 

  本日の総合教育会議につきましては、非公開とすべき事項はございませんので、公開

とし、傍聴につきましても可能といたしたいと思いますが、皆さん、よろしいでしょう

か。 

       〔「はい」と言う人あり〕 

〇司会 ありがとうございます。 

  それでは、本日の会議は公開とし、傍聴を可能といたします。 

  本日、傍聴を希望される方はいらっしゃいますか。 

〇事務局 いらっしゃいません。 

〇司会 いらっしゃらないということでございます。この後、傍聴を希望される方がいら

っしゃいましたら、適宜誘導をさせていただきます。 

  それでは、早速でございますが、次第の３協議事項に移らせていただきます。 

  本日の協議事項は１件、「令和４年度教育行政における重点的な取組みについて」でご

ざいます。資料に基づきまして、基本目標ごとに教育委員会事務局から説明をいただき、

その後皆様のご協議をお願いいたします。 

  初めに、「基本目標１ 生きる力を育む学校教育を推進する」につきまして、学校教育

部から説明をお願いいたします。 

〇岡本部長 それでは、教育振興基本計画における３つの基本目標ごとに、令和４年度に

重点的に取り組みたいと考えおります内容についてご説明を申し上げます。 

  お手元に、Ａ３版の資料１、それから、Ａ４版の資料２の２種類をお配りしておりま

す。資料１は、重点事業のうち、主に新規及び拡充事業について基本目標ごとにまとめ

たものでございます。資料２は、重点事業の内容について、詳細に記載したものとなり

ます。なお、拡充事業の考え方でございますが、予算に関わらず、内容の見直し等に伴

い、新たな取組に着手する事業や体制の強化を図る事業、また、新たな機能の追加を伴

う施設整備等と整理をしております。本日は、資料１を中心にご説明をいたします。 

  それでは、「基本目標１ 生きる力を育む学校教育を推進する」についてでございます。

こちらは、学校教育の分野における取組となっておりまして、まず「施策の方向１ ９

年間を見通した越谷教育を推進する」の項目でございますが、「① 小中一貫型小中学校

候補の検討・整備」では、児童生徒の快適な学習環境を整え、小中学校９年間にわたる
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学びと育ちの連続性を重視した教育を展開するため、民間活力を導入し、小中一貫校の

整備に向けて各種手続を進めてまいります。 

  次に、「施策の方向２ 確かな学力を育む」でございます。「② 一人ひとりの学力を

伸ばす教育の推進」の「個を生かし伸ばす指導の充実」では、自学自習システムやＡＩ

ドリルの活用促進など、子供の多様なニーズに応じた取組への支援に努めてまいります。

「③ 新しい時代に求められる資質・能力の育成」の「ＩＣＴを活用した教育の充実」

では、児童生徒１人１台の学習者用端末の有効活用に向けた教材整備やＩＣＴ活用事例

ハンドブックを活用した教職員研修の実施など、児童生徒の情報活用能力の向上に努め

てまいります。また、「英語教育の推進」では、小中学校語学指導助手、いわゆるＡＬＴ

の適正な人数確保や英語検定受験者への検定料の助成など、小中学校外国語科の充実の

ための環境整備に努めるほか、次の項目、「読書活動の推進」では、学校司書の増員や効

果的な配置など、学校司書の効果的な活用に努めてまいります。 

  次に、「施策の方向３ 豊かな心を育む」でございます。「④ 教育相談体制の充実と

いじめ防止対策の推進」のうち「教育相談体制の充実」では、組織的な教育相談体制づ

くりの支援やＳＮＳを活用した相談活動の実施など、原因や内容が複雑化し、長期化す

る教育相談への適切な対応に努めてまいります。 

  次に、「施策の方向４ 健やかな体を育む」でございます。「⑤ 健康教育の充実」の

うち「学校保健の充実」では、学校における児童生徒健康診断実施体制の整備や感染症

対策の実施、視力低下について眼科医等や体力向上推進委員会と連携した講演会の実施

など、適切な保健管理の実施と研修会の開催に努めてまいります。 

  次に、資料の右側をご覧ください。「施策の方向５ 自立する力を育む」の項目でござ

います。「⑥ 主体的に社会の形成に参画する力の育成」のうち「環境教育の推進」では、

小学校社会科副読本「わたしたちの越谷」及び環境教育資料「しらこばと」、これらをデ

ジタル化するとともに、学校ビオトープを活用した実践活動の研修会を実施するなど、

環境教育主任を中心とした研修会の実施に努めてまいります。「⑦ 障がいのある子ども

への支援と指導の充実」のうち「特別支援教育のための環境整備」では、特別支援教育

支援員の増員及び効果的な配置を行うなど、児童生徒の豊かな学校生活と円滑な学校運

営のための支援に努めるほか、個別的な教育ニーズのある児童生徒に応じた学びの場と

して、特別支援学級及び通級指導教室の計画的な設置運営に努めてまいります。「⑧ 一

人ひとりの状況に応じた教育支援」のうち「日本語を母語としない児童生徒への支援」

では、日本語指導員の派遣や児童生徒への日本語指導体制の検討、構築など、児童生徒

の豊かな学校生活のための日本語学習支援に努めてまいります。 
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  次に、「施策の方向６ 質の高い教育環境を整備する」でございます。「⑨ 教職員の

資質・能力の向上」のうち「教職員の健康の維持と管理」では、教職員健康診断の実施

や、メンタルヘルス対策としてストレスチェックを年２回実施するなど、教職員の心身

の健康確保に努めてまいります。「⑩ 学校の組織運営の改善」のうち「働き方改革の推

進」では、出退勤管理システムを用いた教職員の勤務時間の客観的な把握や、民間事業

者の知見を活用した実効的な解決策の検討など、教職員の働き方改革の推進に係る取組

の実施に努めてまいります。また、「地域人材を生かした活動の推進」では、地域人材や

退職教員ボランティア等による放課後オンライン学習の支援体制の整備及び部活動外部

指導者や部活動指導員による部活動支援体制の整備など、学校応援団の運営と学習及び

部活動支援体制の整備に努めてまいります。「⑪ 安全・安心で快適な学習環境の整備・

充実」のうち「安全な学校施設の整備と充実」では、児童数増加に伴う教室不足に対応

するため、川柳小学校の仮設校舎の増築などに取り組んでまいります。また、「快適な学

校環境の整備と充実」では、環境、そして省エネルギー対策として、学校施設の照明器

具をＬＥＤ化するほか、学習者用端末をはじめとするＩＣＴ機器及びネットワーク環境

を整備するなど、ＩＣＴを活用した学習環境の整備に努めてまいります。 

  基本目標１についての説明は以上でございます。 

〇司会 ありがとうございました。 

  ただいまご説明がございました基本目標１につきまして、皆様にご協議をいただきた

いと存じます。まず、福田市長、いかがですか。 

〇福田市長 それでは、何点か、意見を述べさせていただきます。 

  「① 小中一貫型小中学校候補の検討・整備」については、先日の議会で債務負担行

為の議案が通り、これから整備が進むわけですけれども、課題も多いと思います。課題

は、徹底的に改善をし、その上で、せっかくこの小中一貫校を越谷流でやろうという話

なので、生徒の皆さんが「一貫校に入ってよかった。」と思ってもらえるような一貫校に

していきたいと考えています。さらには、他の自治体が「越谷はすばらしい教育してい

るね。」「子供たち、こんなに喜んでいるね。」と言われるようなものにしていきたいと思

っていますので、色々な声があるというのは私も重々承知していますが、そういった意

見を前向きに捉えて一緒に頑張っていきたいと思っています。 

  「③ 新しい時代に求められる資質・能力の育成」に関しましては、ＩＣＴの活用と

いう意味では、せっかく学習者用端末が１人１台あるので、徹底的に使ってもらいたい

と思います。今、持ち帰りは基本的にしていないと思いますが、毎日持って帰ることが

難しければ、例えば金曜日に持ち帰り、土、日に使い、月曜日に学校へ持ってきてもら
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うという事ができれば良いと思います。また、デジタル教科書等のコンテンツについて

も、子供たちが自分で学習する意欲を駆り立てられる、そういう意識が持てるようなも

のを取り入れてほしいと思っています。 

  「④ 教育相談体制の充実といじめ防止対策の推進」に関しては、私にも何件か相談

が来ていますけれども、簡単に解決するようなことではなく、かなり複雑だと思います。

これは丁寧に粘り強く、物事を決めつけないで、お互いの話を聞きながら解決をしてい

っていただきたいと思います。特に、誰か自分の味方になってくれる人がいるという、

寄り添う姿勢が重要だと思いますので、ぜひ先生にそういう役割を期待したいです。 

  「⑦ 障がいのある子どもへの支援と指導の充実」に関しては、現状、おそらく特別

支援学級へ行くと、１年間は通うことになると思うのですが、例えば、３か月ぐらい通

ってみて、違うなと思ったら普通学級に戻してみるということが考えられると、教育の

幅が広がると思います。 

  「⑨ 教職員の資質・能力の向上」に関しては、先生になりたい人が最近減っている

状況があり、試験の倍率も低くなっているという話も聞くので、越谷市だけで解決でき

る問題ではないですが、教職員が働きやすい環境を考えてほしいです。ＩＴばかりにこ

だわるわけではないですが、作業を減らせるのであれば、そういった道具を使いつつ、

効率化に努めていただきたいと思います。⑧の日本語学習支援等でも、色々なシステム

が開発されているので、効率化につながると思うのです。今、教職員に負荷がかかって

いる部分は、先進事例もあると思いますので、情報収集をしながら何か工夫できないの

かということを、常に考えていただきたいと思います。就任のときの訓示で、常に考え

ていただきたいということと、常識を疑ってほしいという話をしています。先生の働き

方も、例えば隣の先生と２人そろって同じような教材を作っていても、それはもったい

ないので、作業が共有できるようなものがあれば、ぜひ進めていただきたい。先生達の

ふだんの労力を減らして、子供たちと向き合う時間を長くするということは、常に考え

ていただきたいと思います。 

〇司会 では、委員の皆さんからも意見をいただければと思います。よろしくお願いいた

します。 

〇野口委員 私のほうからよろしいですか。 

  市長のお話、ありがとうございました。特に最初の小中一貫校について、入ってよか

ったと思える学校ということで、まさにそのとおりだなと思いました。教育委員会会議

でもよくお話しするのですけれども、④について、特に教育相談体制の充実は、来年度

以降もずっと重点で取り組んだほうがいいと思っています。先ほどお話のあった、例え
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ば⑦の障がいのある子供への支援と指導の充実につきましても、教育相談体制がしっか

りしていることで、充実していくのではないかと思います。 

  また、いじめのことでお話がございましたが、子供たちの実態を捉えて、適切に対応

しなくてはいけないと、私も強く思っています。 

  教育相談体制で私が懸念しているのは、不登校の生徒さんの数が非常に増えていると

いうことです。といいますのは、だんだんスマホが普及するなか、新型コロナの影響も

あって、家でスマホを使う時間が非常に増えているお子さんがいて、なかなか学校に足

が向かないということを聞きます。特に、最初はきっかけとしていじめ、あるいは人間

関係の悩みから不登校に陥ったお子さんが、家でずっとスマホを使って過ごしていて、

なかなか学校のほうに足が向かなくなるという例も散見されますので、教育相談体制の

充実は重点的に取り組む必要があると考えております。 

  以前、子供たちの非行問題が話題になった時代もあったのですけれども、その頃はい

わゆる反社会的な生徒さんが問題を起こしたという形が多かったのですが、近年の様子

を見ていますと、どちらかというと非社会的な傾向が強いと思っています。なかなか社

会と関わりを持たないお子さんが増えてきているので、そういったお子さんが不登校か

ら非社会的になってしまうということを懸念しておりますので、教育相談体制の充実は、

これからも重点的に取り組んだほうがいいと思っております。 

  さらに、教育相談体制が⑤の健康教育の充実にもつながっていくだろうと思っていま

す。先ほどお話がありましたように、コロナの影響もあり、子供たちの健康状態もすご

く心配だなと思っています。運動不足に陥っているでしょうし、外で元気に遊ぶという

機会も減ってきていると思います。様々な課題がありますので、教育相談体制をきちん

とつくって対応できればと思っております。 

  私からは以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  ほかにいかがでしょうか。堀川委員、いかがでしょうか。 

〇堀川委員 市長、ありがとうございました。 

  私としては、市長からのご意見も伺い、「② 一人ひとりの学力を伸ばす教育の推進」

ということで、ＡＩドリルや自学自習のシステムを使って一人一人が学習できつつ、子

供たちのいいところを伸ばすような教育ができればと思いました。 

  それと、野口委員からもありましたけれども、コロナ禍で学校に行けないときに家庭

学習をするのだけれども、家庭では分からないとか、ついていけないとか、学習困難と

いう子供が増えてきて、勉強が分からないことで不登校といった子も増えていると聞き
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ましたので、そういったことも含め、教育相談は今後も重要な面ではないかと思ってお

ります。子供たちに寄り添い、丁寧にケアしながら、子供たちが健やかに育ってほしい

と思っております。 

  また、環境教育について、私なりに越谷市のホームページなどを見させていただいて、

段階を追って分かりやすくできておりましたので、大変勉強になりました。昨年、科学

技術センターで、「ＳＤＧｓってなに？」という非常に立派な資料を作っており、それも

すごく勉強になりましたし、多くの人に見ていただきたいなと思いました。それと、環

境教育のホームページの中に「ＫＩＫＹＯ」とありますが、そういった言葉も知らなか

ったので、市民の皆さんに広く知っていただいて、学校、家庭、地域で環境について課

題を持ちながら、意識を高くして頂きたいと感じております。 

  私からは以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  続いて、荒木委員、いかがでしょうか。よろしくお願いします。 

〇荒木委員 市長のお話、ありがとうございました。 

  やはり、変化のスピードの速い世の中ですので、子供たちが変化の激しい社会におい

て、どのような状況であっても自ら考えて、学んで行動できるというような生きる力を

しっかりと育むことが、ますます重要だと思っております。子供たちの学びも変わって

きているわけですけれども、そういった観点からも、先ほどの市長のお話にもありまし

たように、個を生かし伸ばす指導の充実ということで、一人一人の習熟度に合わせた学

びであるＡＩドリルの活用、堀川委員からもありましたけれど、私もそちらを進めてい

くことが必要であると思っております。 

  また、英語教育の推進につきましては、先日、小中一貫教育の研究発表会で中学生の

英語の授業を見学した際に、生徒みんながグループになって英語で話し合っている最中

に、語学指導助手（ＡＬＴ）が教室中を回って一人一人をよく見て、必要であれば適切

に声かけをして、生徒もよく反応しているという場面を見て、効果的であると感じまし

た。これは一例ですけれども、これからもこのような効果的な英語教育を進めていくこ

とが大切と思っております。やはり英語の重要性が高まっていますし、英検は入試でも

有利になることがありますので、英検受検者への検定料助成を実施していただけたらと

思っております。 

  そのほか様々な取組がございますので、子供一人一人に寄り添って常に考えて進めて

いけたらと思っております。 

  以上です。 
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〇司会 ありがとうございました。 

  続きまして、渡辺委員、いかがでしょうか。お願いします。 

〇渡辺委員 市長の意見、ありがとうございました。 

  ただいま市長から、教員の成り手が少なくなってきていることを危惧しているという

お話があったのですけれども、確かに埼玉県、ほかの都道府県も皆そうなのですけれど

も、昨年、2.8倍だった小学校教員採用率の倍率が、今年は2.4倍でした。中学校におい

ても減少傾向にあります。なぜこのような形になっているのかというのは、やはり、教

員の労働環境がブラックであるというようなことが言われていて、この辺りが大きく影

響していると思います。 

  これに関連して、⑨の中の「教職員の健康の維持と管理」と、⑩の中の「働き方改革

の推進」がリンクしてきていると考えております。特に教育委員会としては、来年度よ

り、メンタルヘルスチェックを１回から２回に増やすことで、なるべく早く教員のスト

レスに気づいて、教職員の健康管理をしていこうという施策はあるのですけれども、や

はり、チェックをすればいいというよりも、それ以前にストレスをためないような働き

方の手だてをしていかなければいけないと思います。先ほど、市長から、例えば、先生

方同士でコミュニケーションを取って、教材作り等を共有していけないだろうかという

お話がありましたが、まさしくそのとおりだと思います。 

  ですが、教育の現場を見てみますと、例えばＩＣＴの活用、タブレットが入ったのは

とてもいいことなのですけれども、一方、それを使って教育をするとなると、教員はそ

のための研修など、覚えなければいけないことも増えます。教育委員会でもコンテンツ

を作るなど、手だてを色々としているのですが、負担は増えると思います。そして、外

国語教育が始まりました。これからの社会を担う子供たちにとってはいいことなのです

けれども、教える側としては、英語を勉強しなければいけないとか、そのコンテンツを

作らなければいけないとか、どんどん負担が増えてきているという現状がございます。

そこのところで、スクラップ・アンド・ビルドではないですけれども、どこかを排除し

ていきたいという思いは、教員全員が持っていることなのですが、なかなかできないと

いう現状もあります。もちろん、教育委員会でも何らかの手だてを打っていかなければ

いけないと思うのですが、どんどん教職員の負担が増えているということはご理解いた

だければと思います。 

  それで、働き方改革というところで言いますと、出退勤管理システムを導入していた

だいたのですが、学校にいる時間は管理できるけれども、では中身はどうなのだと言っ

たら、中身は増える一方です。なので、その部分でも、教育委員会としては考えていか
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なければいけないという現状がございます。 

  やはり、教員が元気でいないと、この施策にもある「確かな学力を育む」とか、「豊か

な心を育む」とか、「健やかな体を育む」ということはできないと思います。子供たちに

対しての手だてと同様に、教職員にも同じぐらいの支援をしていかないといけないなと

感じております。 

  以上でございます。 

〇司会 ありがとうございました。 

  山口委員、いかがでしょうか。よろしくお願いします。 

〇山口委員 ③のＩＣＴについてお話ししたいのですけれども、先ほど市長がおっしゃっ

た、タブレット等を有効に使うということは非常に大事なことだと思います。ただ、Ｉ

ＣＴを使うということは、ネットの荒海に投げ出されるという部分も当然あると思いま

す。それに当たって、個人情報を守ることの大事さについての教育は重要だと思います

し、ネットは偏った意見がどうしてもあるので、一つの方向に凝り固まってしまうとい

うおそれもあると思います。ですので、できればネットで得た情報をディスカッション

する機会などをつくり、偏りのないネット情報を自分で見つけてきて、それを利用する

という能力を育むということも同時に、やっていただきたいと思います。 

〇司会 ありがとうございました。 

  福田市長の意見、さらには５人の委員の皆様からそれぞれ大変示唆に富んだご意見を

いただきました。 

  吉田教育長、いかがでしょうか。 

〇吉田教育長 まず、小中一貫教育については、これから３学園の中で、どのように進め

ていくのかという話になったときに、共通する児童生徒像や研修組織の設定をしていか

なければいけないと思います。それから、９年間を見通した教育課程を立てなければい

けない。さらには、学校運営協議会の合同開催、併任による職員の交流、コミュニケー

ション促進、こういうことをやっていかなければいけないと考えております。共通する

児童生徒像については、小中一貫教育を始めた頃、９年間でこんな子供を育てたいのだ

と、一般の教職員が発表のときに言っており、これはいいことだなと思って、既に、各

ブロックとも共通する児童生徒像あるいは研修組織の設定について取り組んでいるとこ

ろです。それから、９年間を見通した教育課程についても、単元配列表というものがで

きていますので、それに基づいて、編成をしております。それから、学校運営協議会の

合同開催については、既に学校運営協議会を各学校に設置していますので、これも準備

を進めているところです。一番の肝は、併任による職員の交流とコミュニケーションの
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促進だと考えています。要するに、どういう学校を作っていくのか、お互いに言い合い

ながら組織をうまく作り、その中で話し合いをしながら、育成していくという、ここが

一番大事なところですが、どれだけできるかというと、今は学校が少し離れていますの

で、夏休みに集中しておこなっているという状況です。ただし、今後、施設一体型、あ

るいは近接型ということになると、それぞれの学校の特色を生かして、より密接なコミ

ュニケーションを図る、あるいは日常的に、組織的に取り組むことが可能になります。

施設設備も当然関わってくるのですけれども、おかげさまで今のところは順調に進んで

いて、非常にいい方向に進んでいると考えておりますので、魅力ある学校づくりができ

ていくかなと思います。 

  そのような取組みの中で、採用への応募数も増えてくるかなと思うのですが、採用は

県の仕事ですから、我々としては、そういう魅力ある学校、行きたくなる学校、勤めた

くなる学校、通いたくなる学校、あるいは学ばせたくなる学校、そういう学校をまずは

作っていくことが大事だと思っています。この３学園については、それぞれが施設一体

型と分離型、あるいは併設型といったような特色を持っていますので、そういった特色

を生かして、そこで上げた成果を各学校に配信できればよいと考えているところです。 

  特別支援学級については、柔軟性を持たせて取り組んでほしいとのお話があったので

すけれども、特別支援学級に入ったら特別支援学級で完結してしまうということではな

く、技能教科等では共同学習、同じ学校内で交流をおこなっています。基本的には、受

け入れる側と障がいのある子供、共に成長するという教育を進めてきており、各学校で

はそういう考え方に基づいて共同学習を進めています。また、特別支援学級については、

市内全小中学校に特別支援学級を作ろうという方向で動いておりますので、年間３校ぐ

らい設置校を増やしているところです。 

  それから、ＩＣＴの活用については、１人１台のタブレット導入によって、当初、１

日１回ＩＣＴを活用するという目標を立てたのですけれども、既にこれはクリアに近い

状態にあります。タブレット端末の持ち帰りによる利用促進は、導入当初はセキュリテ

ィや破損の危険性から、消極的なところもございました。私としても、便利な文房具の

一つといった捉え方からすれば、いろんな規制をすることよりも、持ち帰りを積極的に

進めるという観点で取組を指示してきた経緯があります。しかしながら、休業中の持ち

帰りを実施した結果、課題が見えてきたことも事実です。通常の授業実施日における持

ち帰りについては、600人から700人に上るWi-Fi環境の整っていない世帯の対応が十分で

ない等の課題もあり、こうした課題の解決に今取り組んでいます。現状では、オンライ

ン授業を全児童に向けて実施するということは、まだ難しい状況にあると思います。い



－13－ 

ずれにしても、積極的に活用を図っていきたいと考えております。 

  いじめへの対応は、野口委員からもありましたが、いきいきアンケートというのを、

全学年統一して行っております。一人一人の子供たちが今どういう状態で、どういう不

安を抱えて、どんな訴えをしているかについて、注意深く見守っていく必要があると思

います。いじめの認知件数というのは、いじめが何件あったかということではなく、い

じめに気づいた件数がどれだけあったか、気づいてあげられた件数がどれだけあったか

ということで認識してもらいたいということで、お話をしてきたところですので、そう

いった方向に今進んでいると考えています。 

  それから、資質向上については、まさに渡辺委員にご指摘いただいたとおりで、これ

は非常に私どもも苦慮しているところです。昔に比べ、先生に対する尊敬の念が低くな

ったと言われており、そのように言われている中にあって、さらに、いわゆるブラック

企業、ブラックスクールのような言葉も出てきている。解決策の一つは、教員の給料を

上げることかなと私は思っています。教職員は県費負担なので、どうにもならない部分

もあるわけですが、教育委員会としては、せめて健康管理のチェックを進めていく、そ

ういう体制をきちんと整えていくのと同時に、働き方改革も進め、さらには魅力ある学

校づくりを進めていくことかなと考えているところです。 

〇司会 教育長、ありがとうございました。 

  それでは、基本目標１につきましては以上とさせていただきます。続いて、資料１の

裏面になります。「基本目標２ 生涯にわたる学びを充実し、地域文化を振興する」につ

きまして、教育総務部から説明をお願いいたします。 

〇鈴木部長 それでは、説明させていただきます。 

  「基本目標２ 生涯にわたる学びを充実し、地域文化を振興する」についてでござい

ますが、こちらは生涯学習の分野における取組となります。 

  まず、「施策の方向１ 生涯にわたる学びを進める」でございます。「① 生涯学習活

動の充実と学習成果の活用」の「科学技術体験センター事業の充実」では、科学館の特

性を生かした企画展の実施や、企業と連携した小学校低学年対象の最先端のプログラミ

ング講座を実施するなど、ライフステージに応じた科学体験事業の実施に努めてまいり

ます。また、プロジェクションマッピングを活用した非接触型体験装置を導入し、施設

環境の整備と充実に努めてまいります。「② 図書館サービスの充実」の「図書館機能の

充実」では、電子書籍やオーディオブックの拡充など、システムの活用による利便性の

向上に努めるとともに、移動図書館に係るサービスポイントの整備や、障がいのある方

の読書活動を推進する資料の整備など、読書活動の環境整備に努めるほか、可動式授乳
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室の設置やトイレの洋式化を行うなど、居心地のよい空間の提供に努めてまいります。

また、「子ども読書活動の推進」では、親子で参加できるワークショップや夏休みの宿題

応援講座の開催など、家庭、地域、学校等における読書活動の促進に努めるとともに、

中学生による「おすすめ本紹介」の実施や「こどもカレンダー」の充実など、子供が読

書に親しむ機会の提供に努めてまいります。 

  次に、「施策の方向２ 文化活動を充実し、郷土の歴史を継承する」でございます。「③

 芸術文化活動の推進」の「芸術文化に接する機会の充実」では、市民参画による越谷

市民文化祭等の芸術文化事業や特別企画展覧会の開催など、芸術文化を身近な場所で鑑

賞する機会の提供に努めてまいります。「④ 文化財の保存と活用」の「文化財調査活動

の推進」では、諸家文書の所在確認及び内容調査を実施するなど、文化財基礎調査の実

施に努めるとともに、「文化財の保存と活用の推進」では、大間野町旧中村家住宅及び旧

東方村中村家住宅の多言語化の促進や、大間野町旧中村家住宅の解説図録の作成など、

文化財関係施設の利活用に努めてまいります。また、市が所有する歴史資料等の知的資

産をデジタル化し、インターネット上で公開するためのデジタルアーカイブの整備に努

めるほか、民間事業者の知見を活用し、本市における郷土資料館の在り方についての検

討を進めてまいります。 

  基本目標２については以上でございます。 

〇司会 ありがとうございました。 

  ただいま説明のございました基本目標２につきまして、ご協議をいただきたいと存じ

ます。 

  まず、福田市長、いかがでしょうか。 

〇福田市長 まず、「① 生涯学習活動の充実と学習成果の活用」のミラクルについて、以

前、新聞にも載っていましたが、プログラミングやＳＤＧｓに関連する講座等、私も見

に行きましたが、良いことをやっているので、積極的に使ってほしいと思っています。

ミラクル、コスモス、ヒマワリと、３つの施設があるというのは、他の自治体に比べ、

かなり充実していると思っています。建設から時間がたっている施設のため、コンテン

ツがなかなか更新できないという事も聞いていますが、せっかく子供たちが使う施設な

ので、ミラクルだけに限らず、３つのセンターをうまく活用したいと考えています。 

  「② 図書館サービスの充実」については、インフラを整えて、子供たちがしっかり

読書できる環境を充実させてほしいと思います。 

  「③ 芸術文化活動の推進」については、コロナでこういう機会がすごく減ってしま

っていますが、市民活動が充実できるような部分に力を注いでいきたいと、私自身も思
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っています。 

〇司会 ありがとうございました。 

  委員の皆様からご意見等はございますか。山口委員、いかがでしょうか。 

〇山口委員 ①、②、③については、市長のおっしゃるとおりだと思います。 

  ④の郷土資料館については、越谷市が中核市であるということを考えると、あってし

かるべきなのかなと思います。引き続き、前向きに検討していただきたいと思います。

デジタルアーカイブの整備も、郷土資料館と一体の部分があると思うので、デジタルア

ーカイブの充実と郷土資料館の整備は、一体として進めていただけたらと思います。越

谷市に住んでいるということについて、子供たち、さらには我々が愛着を持っていくた

めにも、私たちの祖先が何をしてきたか知ることは大事なことですし、同時に、学問の

世界で、例えば越谷市には日光街道がありますが、日光街道全般を調べるときに、越谷

市のデジタルアーカイブが充実していることによって、研究者たちも情報にアクセスし

やすくなる点もあると思います。少し地味な分野に見えるかもしれませんが、私たちが

越谷に生きていることに対して充実感を持つということは、非常に大事な点だと思いま

すので、前向きに検討いただきたいと思います。 

〇司会 ありがとうございました。 

  荒木委員、いかがでしょうか。 

〇荒木委員 基本目標２は、「生涯にわたる学びを充実し、地域文化を振興する」というこ

とですが、人生100年時代で生涯学習の重要性はますます高まっており、市民の皆様が生

涯を通して学ぶことは、豊かな人生を送るうえで重要だと思います。 

  「科学技術体験センター事業の充実」につきましては、教育委員会会議でも申し上げ

たのですが、ミラクルの特別展に参りまして、すばらしいと感じました。ぜひこれから

もよい企画展を実施していただき、たくさんの市民の皆様に訪れてほしいと思っており

ます。 

  また、「芸術文化に接する機会の充実」ですが、スポーツにおいても、するスポーツ、

また見るスポーツによって生き生きと人生を送ることができるように、芸術においても、

創造したり観賞したりすることで、感動によって人生が豊かになると思います。演奏会

なども人数制限をしながらも少しずつ再開されており、渇いた心が潤ったなどの感想も

いただいたところです。芸術は自分の内側に問うこと、多様性を認め合うこと、自分の

オリジナリティを大事にすること、地域の人々とのつながり、交流など、いろいろな力

があると思います。芸術文化を大切にする雰囲気を醸成し、観賞する機会を提供すると

いうことは大変大事だと思っております。 
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  以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  野口委員、いかがでしょうか。 

〇野口委員 ①、②、③につきましては、教育委員会としても計画的に進めてきた経緯も

ございますので、充実してきているなと思っています。 

  山口委員からもありましたとおり、文化財の保存活用の中での郷土資料館については、

私も全く同感でございまして、一昨日の東武よみうり新聞にも大道遺跡の記事が大きく

載っておりましたが、こういった形で遺跡発掘もされているということで、例えば模型

等でみんなが見られるとか、そんな施設があれば良いと思っています。見田方遺跡もあ

りますし、市内にも多くの文化財が残っていますが、郷土資料館があると、市民意識の

向上等に寄与するのではないかと思います。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  それでは、吉田教育長、いかがでしょうか。 

〇吉田教育長 コロナ禍ではございますが、図書館では電子書籍、ミラクルでは、先ほど

ありましたように、ＳＤＧｓやプログラミング等に取り組んでいます。能楽堂では能楽

教室のやり方を工夫して実施しています。それから、公民館では生涯学習、生涯スポー

ツに関わる特色ある各種事業、教室等の実施、それからスポーツ施設でもサービスの向

上に向けて取り組んでおります。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  それでは、基本目標２については以上とさせていただきます。次に「基本目標３ 生

涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめる環境をつくる」につきまして、同じ

く教育総務部から説明をいたします。 

〇鈴木部長 それでは、「基本目標３ 生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめ

る環境をつくる」でございます。こちらは生涯スポーツの分野における取組となってお

ります。 

  「施策の方向２ スポーツ・レクリエーション活動を支援する環境の充実を図る」で

ございますが、「① スポーツ・レクリエーション施設の充実」の「体育施設の充実」で

は、総合体育館をはじめとする各体育施設の適切な管理、運営を行うとともに、各施設

の照明のＬＥＤ化や、しらこばと陸上競技場第３種公認に向けた改修などを進めてまい

ります。 
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  令和４年度の重点的な取組の内容につきましては、以上でございます。 

〇司会 ただいま基本目標３についてご説明をいただきました。 

  まず、福田市長、いかがでしょうか。 

〇福田市長 「① スポーツ・レクリエーション施設の充実」について、同じ時代に建て

られている施設が多く、更新時期が近いということで、計画的に行わなければなりませ

ん。この辺はしっかり進めて、皆さんが生涯スポーツを楽しめる環境というのは、徹底

して守っていきたいと思っています。 

  あとは、体育館がこんな多い市は、なかなか珍しいと思っているのですが、どうなの

でしょうか。総合体育館、第１、第２、北、南、西と、かなり多いと思います。もっと

越谷の生涯スポーツというものをアピールしてもいいと思うぐらい、いい施設がそろっ

ていると思います。 

  さらに、プロバスケットボールチームも越谷にできていますので、そういったものも

含めて、しっかりとやっていきたいと思います。 

  以上です。 

〇司会 ただいま福田市長からは、スポーツをする環境づくりのために、体育館をはじめ

としたスポーツ施設の改修には、十分取り組んでいきたいという話がありました。その

中で、体育館等の施設が多いほうではないかということですが、何か事務局でデータは

お持ちでしょうか。 

〇八木下課長 スポーツ振興課です。 

  本市の体育施設については、ご指摘のとおり、他市と比較して多いと思います。 

  総合体育館については、まんまるよやくというシステムで、５市１町の相互利用の対

象施設として活用を図っており、他の北、南、西体育館等については、地域の市民スポ

ーツ団体の方を中心に継続的な活動ができるよう、地域体育館として、役割的にすみ分

けをしながら運用しております。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございます。他市と比較して多いほうだということでございます。 

  先ほど、市長からは、体育施設も多く、プロバスケットボールチームもあるので、積

極的にアピールをしていきたいというお話がありました。 

  教育委員会の皆さんから、ご意見をお願いしたいと思うのですが、渡辺委員、いかが

でしょうか。 

〇渡辺委員 越谷市では、体育施設が充実しており、修繕等も行っていただいているとい

うことで、本当にありがたいと思います。 
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  基本目標３は「生涯にわたりスポーツ・レクリエーションに親しめる環境をつくる」

ということなのですけれども、これを達成するために、ライフスタイルに合わせたスポ

ーツ・レクリエーションの活動の機会ということが大切になってくると思います。現在、

例えば、市民体育祭の一部見直しや、勤労者向けに参加のしやすい環境整備を重点事業

として上げています。たしか、他の審議会で生活習慣アンケートを取っており、勤労世

代の参加率が少ないというようなデータがあったように記憶しているのですが、このよ

うなデータを市で共有し、新たな方向先を見つけるというようなことをしていくと、も

っとよくなるのではないかと考えております。 

  それと、もう一点、スポーツ・レクリエーションに係る人材の育成について、教育委

員会でも話題となっているのが、なかなかスポーツリーダーバンクの活用がうまくいっ

ていないということです。登録者はいるのですが、例えば、部活動の指導員として、ど

なたかに行ってもらえないかとなると、なかなかそういう人材が見つからず、難しい部

分があります。具体的にどうしていくかというのは、これから考えなければいけないこ

とですが、うまくつなげて学校へ派遣することができれば、学校の働き方改革にもなる

と思いますので、ぜひ力を入れていただきたいと思います。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございます。 

  ほかにご意見等はございますか。堀川委員、いかがでしょうか。 

〇堀川委員 今、市長から、生涯スポーツができる環境を維持していくという力強いお言

葉をいただきまして、ありがとうございます。私も定期的に総合体育館、武道場を使わ

せていただいておりますので、今後も仲間と安心して使用させていただきたいと思いま

す。小まめに施設の手入れもされており、市民の皆様も非常に楽しく生き生きと活動し

ているように思います。今後ともよろしくお願いいたします。 

  また、今、渡辺委員からもありましたが、勤労者向けのスポーツ教室ということで、

今、内容の見直しをされているということですが、各種スポーツの動画配信拡充といっ

たことも併せて検討されているかと思います。コロナ禍でおうち時間も増え、動画を見

ながらヨガやストレッチ、ダンス、筋トレなどをする人が増えてきています。自分のラ

イフスタイルに合った形で続けられるので、これからも需要は増えていくのではないか

と思いますし、勤労者の方たちは、なかなか講座へ行く時間はないですが、こういった

ものを利用して、健康増進に努めていただければなと思います。また、ニュースポーツ

やパラスポーツの紹介なども動画で見られると、興味を持ち、やってみようという人が

増えるのかなと思いました。 
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  また、散歩やランニングする人も増えてきたように思います。私も、元荒川沿いの自

然を楽しみながら散歩やランニングをしていて、体調がよくなったと感じますし、認知

症の改善などにも役立つと聞いております。市民の皆様が、これからも積極的に運動が

できるよう、生涯スポーツ講座では、いつでも、どこでも、誰でも、ということで、講

師つきの講座や、午後はフリーの時間を設けることなどをおこなっているようですので、

市民の皆さんが使いやすい環境にあると思っています。ランニングコースや散歩コース

の整備などもされておりまして、そういったことでも増えているのかなと思います。夜

間にランニングする人も増えてきておりますので、せめてランニング用のライト、セー

フティーライトみたいなのをつけるような呼びかけなどもしてほしいかなと個人的に思

っております。 

〇司会 ありがとうございました。 

  ほかにいかがでしょうか。渡辺委員、お願いします。 

〇渡辺委員 補足になりますが、市民の生きがいづくり、健康寿命の延伸を考えますと、

やはり高齢者を忘れてはいけないと思います。生涯スポーツという観点から言いますと、

子供は学校という組織に属しておりますし、勤労世代は会社に所属する方が多いですが、

どうしても高齢者は、自分が所属するグループがないと思います。高齢者は健康もそう

なのですが、コミュニケーションの場として、体育施設等を使われるといいかなと思い

ますし、こういう施設を上手に使ってプログラムを考えていくと、もっとよくなるので

はないかと思いました。 

  以上でございます。 

〇司会 ありがとうございます。 

  ほかにいかがでございましょうか。野口委員、お願いします。 

〇野口委員 皆さんの意見をお伺いさせていただいて、大変私も参考になりました。 

  １点、市民体育祭について、２年間中止になっているかと思いますが、心配している

のは、各自治会の参加率が非常に下がってきている点です。あの行事は非常に有意義だ

と思っていますので、ぜひ工夫しながらやっていかなくてはいけないなと思っています。

といいますのは、自治会活動の一つの大きな柱になっているからです。選手を選ぶとか、

役員の人が近所を回って参加をお願いしたりしており、なかなか参加希望の人はいない

のですが、自治会の活動を活性化する一つの大きな要素になっているものですから、ぜ

ひ工夫しながら続けていかなくてはいけないなと思っているところです。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございます。 
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  吉田教育長、お願いします。 

〇吉田教育長 市長からも、委員の皆さまからも貴重なご意見をいただきました。野口委

員が言われたように、市民との協働によりスポーツ・レクリエーションを振興してきた

本市の経緯がありますので、これを踏まえていかなければいけないと思っています。 

  その中で、施設の計画的な整備、さらには健康寿命の延伸につながるような取組、そ

してＰＲを兼ねたイベントの開催、見るスポーツ、支えるスポーツ、するスポーツ、こ

れらのさらなる発展ということを総合的にやっていかなくてはいけないと改めて感じま

した。 

  以上です。 

〇司会 ありがとうございました。 

  これは、事務局というよりも、総合政策部としてのお話で恐縮なのですけれども、先

ほど渡辺委員から、ライフスタイルに合わせたスポーツ、特に高齢者を忘れてはいけな

いというお話があったかと思います。確かに生涯スポーツと、健康寿命とは密接に関わ

る問題でありまして、私どもも極めて重要なことと認識をしております。 

  先般の国勢調査では、全国では５人に１人の高齢者が単身であるという結果が出てい

ます。越谷はまだ若いので、そこまでいっていないのですが、早晩そういうときが訪れ

るだろうと思っております。これについては、フレイル予防といった観点からも、いか

にして講座等へ参加をしていただくか、市長部局と教育委員会で十分連携を図り、取り

組んでいかなければいけないと思っております。 

  ほかに皆さんいかがでございましょうか。よろしいですか。 

       〔発言する人なし〕 

〇司会 それでは、基本目標３については以上でございます。 

  本日は協議事項が１点でございますので、協議事項につきましては以上とさせていた

だきます。 

  皆さんから、本日の会議全体を通しまして何かございますか。 

  吉田教育長、いかがでしょうか。 

〇吉田教育長 先ほど申し上げましたけれども、大変いい場になったかなと思います。今

後の教育行政の方向性をいただいたということで、大変参考になりました。 

〇司会 福田市長、いかがですか。 

〇福田市長 私は初めての総合教育会議でしたが、非常にいい会議だなと思いました。 

  その上で、やはり、現状がこれで正しいのだろうかというのは常に、教育だけではな

くいつも考えています。今日は、自分と似た考えも違う考えもあり、そうした意見を聞
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く機会をいただけたのでよかったなと思います。 

〇司会 ありがとうございました。 

  最後に、事務連絡で恐縮ですが、今後の予定について、私から２点ほどご説明をさせ

ていただきます。 

  まず、本日の議事録ですが、市のホームページへの掲載により公表をさせていただき

ます。 

  次に、次回の総合教育会議の日程ですが、来年２月９日の水曜日、午後２時から開催

する予定です。詳細につきましては、決まり次第ご連絡をさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  それでは、以上をもちまして本日の総合教育会議を終了させていただきます。ご協力

ありがとうございました。 

 


